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市の主な事業を紹介します

笛吹市連合区長会理事に14名を委嘱

輝け笛吹の未来

くらしの情報

ふえふきトピックス
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地上デジタル放送について

6月は土砂災害防止月間です

笛吹市探訪

環境ニュース

図書館インフォメーション



▼
上
芦
川
地
域
原
風
景
復
活
保
存
事
業

　
上
芦
川
地
区
を
原
風
景
復
活
エ
リ

ア
と
し
て
、
点
在
す
る
資
源
（
茅
葺

の
古
民
家
、
水
車
小
屋
、
道
水
路
等
）

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

▼
観
光
宣
伝
事
業

　
各
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
の
観
光

宣
伝
活
動
を
行
い
ま
す
。

▼
新
規
就
農
農
業
後
継
者
支
援
事
業

　
新
規
就
農
農
業
後
継
者
に
対
し
、

支
援
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

▼
農
産
物
等
消
費
拡
大
宣
伝
事
業

　
「
桃
・
ぶ
ど
う
日
本
一
の
郷
」
を

国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、

桃
・
ぶ
ど
う
、
柿
な
ど
、
本
市
の
特

産
農
産
物
を
消
費
者
へ
広
く
P
R
し

ま
す
。

▼
中
小
企
業
者
緊
急
経
済
対
策
資
金
利

子
補
給
事
業

　
笛
吹
市
内
の
中
小
企
業
者
（
中
小

企
業
基
本
法
第
2
条
に
規
定
す
る
中

小
企
業
者
）
を
対
象
と
し
て
、
笛
吹

市
商
工
会
と
協
力
し
、
融
資
資
金
に

対
す
る
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

▼
労
働
総
務
事
務

　
就
職
希
望
者
に
就
職
活
動
の
機
会

を
提
供
す
る
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開

催
し
ま
す
。

▼
景
観
計
画
策
定
事
業

　
本
市
の
魅
力
あ
る
景
観
を
保
全
し
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
景
観
形
成

を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
と
な
る
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

▼
砂
原
橋
架
け
替
え
及
び
周
辺
道
路
整

備
事
業

　
現
在
の
砂
原
橋
を
車
両
の
す
れ
違

い
可
能
な
橋
梁
に
架
け
替
え
、
そ
の

周
辺
道
路
整
備
を
進
め
ま
す
。

▼
道
路
新
設
改
良
事
業

　
笛
吹
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
設
置
を
促
進
し
ま
す
。

▼
石
和
温
泉
駅
周
辺
整
備
事
業

　
石
和
温
泉
駅
の
改
築
、
駅
内
南
北

通
路
の
設
置
、
北
口
駅
前
広
場
等
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

▼
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
建
設
事
業

　
人
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、
交
流

づ
く
り
の
拠
点
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
人
や
も
の
、
情
報
等
の
交
流
を
促
進
し
、
市
民
生
活
の
活
気
と
地
域
の
経
済
力
を
高

め
、
来
訪
者
と
と
も
に
市
民
の
夢
や
価
値
が
創
り
出
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

大田市場で行われた消費拡大宣伝

昨年度開催された笛吹市就職ガイダンス

　「みんなで奏でる“にぎわい・やすらぎ・きらめき”のハーモニー」に

向けて、次のまちづくりの方向を柱に様々な事業を推進します。



▼
交
通
安
全
対
策
事
業

　
高
齢
者
や
幼
児
等
の
交
通
事
故
防

止
を
徹
底
し
ま
す
。

▼
救
急
通
信
事
業

　
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
を
行
い
ま

す
。

▼
火
災
予
防
啓
発
事
務

　
　
火
災
の
予
防
と
被
害
の
軽
減
に
向

け
て
、
火
災
予
防
の
啓
発
や
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
普
及
を
推
進
し
ま
す
。

▼
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

　
現
在
使
用
の
ア
ナ
ロ
グ
防
災
行
政

無
線
を
市
内
全
域
の
デ
ジ
タ
ル
化
統

合
整
備
を
進
め
ま
す
。

▼
上
水
道
事
業

　
広
瀬
ダ
ム
用
水
を
水
源
と
す
る
浄

水
場
（
御
坂
浄
配
水
場
）
を
建
設
し
、

あ
わ
せ
て
送
水
管
を
布
設
し
ま
す
。

▼
公
共
下
水
道
加
入
促
進
事
業

　
加
入
促
進
と
し
て
未
接
続
世
帯
に

個
別
に
接
続
依
頼
を
行
う
ほ
か
、
下

水
道
事
業
の
必
要
性
・
有
益
性
を
周

知
し
ま
す
。

▼
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

　
市
内
よ
り
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
、

せ
ん
定
枝
及
び
汚
泥
の
堆
肥
・
肥
料

化
、
チ
ッ
プ
化
等
を
行
う
施
設
の
設

置
、
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
ご
み
減
量
化
推
進
事
業

　
ご
み
分
別
の
徹
底
、
資
源
化
の
推

進
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
に
よ
り
、
可

燃
ご
み
53
％
減

量
達
成
を
目
指

し
ま
す
。

▼
八
代
ふ
る
さ
と
公
園
拡
張
整
備
事
業

　
み
や
さ
か
道
（
第
2
農
免
道
路
）

の
全
面
開
通
に
併
せ
、
隣
接
す
る
公

園
を
整
備
し
ま
す
。

▼
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
事
業

　
生
活
習
慣
病
の
減
少
と
医
療
費
の

適
正
化
に
向
け
て
、
40
〜
74
歳
の
方

を
対
象
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に
着
目

し
た
健
診
を
行
い
ま
す
。

▼
子
ど
も
の
予
防
接
種
事
業

　
任
意
予
防
接
種
の
う
ち
、
子
宮
頸

が
ん
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
の

3
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
が
公
費
負

担
さ
れ
ま
す
。

▼
子
ど
も
す
こ
や
か
医
療
費
助
成
事
業

　
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
年
齢
を

小
学
6
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

▼
保
育
所
運
営
事
業

　
延
長
保
育
、
一
時
預
か
り
事
業
等

の
特
別
保
育
事
業
の
充
実
を
図
る
ほ

か
、
石
和
第
五
保
育
所
等
の
施
設
整

備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
二
次
予
防
事
業
対
象
者
把
握
事
業

　
介
護
予
防
が
必
要
な
高
齢
者
の
把

握
を
行
い
ま
す
。

▼
第
5
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
事
業

　
介
護
保
険
の
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ

ス
の
種
類
や
各
サ
ー
ビ
ス
量
の
見
込

を
定
め
、
介
護
保
険
事
業
に
係
る
保

険
給
付
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る

た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
ま
す
。

▼
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業

　
相
談
支
援
事
業
等
を
行
う
ほ
か
、

地
域
社
会
の
理
解
と
支
援
の
環
境
づ

く
り
に
向
け
た
「
第
3
期
障
害
者
福

祉
計
画
」
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

▼
生
活
保
護
受
給
者
等
就
労
促
進
事
業

　
就
労
可
能
な
人
に
対
し
て
、
就
労

支
援
員
に
よ
る
助
言
・
指
導
及
び
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
就

労
指
導
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
適
正
運
営
（
健
全
化
）

事
業
　
医
療
費
の
適
正
化
及
び
収
納
率
の

向
上
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

▼
学
校
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
具
現
化
事
業

　
『
笛
吹
市
学
校
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
』

の
具
現
化
を
め
ざ
し
、「
確
か
な
学
力
」

の
定
着
を
図
る
と
と
も
に
、
教
員
の

授
業
力
の
向
上
や
保
・
幼
｜
小
｜
中

｜
高
の
連
携
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
学
校
施
設
整
備
事
業

　
一
宮
中
学
校
耐
震
補
強
事
業
な
ど
、

安
全
安
心
に
、
ま
た
、
よ
り
良
い
環

境
で
学
べ
る
よ
う
、
学
校
施
設
の
整

備
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

▼
青
少
年
育
成
事
業

　
家
庭
・
学
校
及
び
地
域
の
相
互
関

係
の
再
構
築
、
子
ど
も
・
若
者
を
取

巻
く
有
害
環
境
へ
対
応
し
ま
す
。

▼
市
民
講
座
事
業

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
対
象

と
す
る
「
市
民
講
座
」
を
開
催
し
、

学
習
の
機
会
と
場
を
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
単
位
制
の
講
座
「
ス
コ
レ
ー

大
学
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

▼
国
民
文
化
祭
事
業

　
第
28
回
国
民
文
化
祭
山
梨
大
会
で

笛
吹
市
が
実
施
す
る
文
芸
祭
『
俳
句
』・

『
現
代
詩
』
の
催
し
を
企
画
し
ま
す
。

▼
健
康
、
体
力
づ
く
り
教
室
事
業

　
市
民
を
対
象
と
し
た
軽
ス
ポ
ー
ツ
、

体
力
・
健
康
づ
く
り
等
を
中
心
と
し

た
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
史
跡
整
備
事
業

　
甲
斐
国
分
寺
跡
・
寺
本
廃
寺
跡
等

の
発
掘
調
査
を
行
い
ま
す
。

▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

　
新
し
い
公
共
の
構
築
に
向
け
た
市

民
の
社
会
貢
献
活
動
な
ど
の
支
援
に

取
り
組
み
ま
す
。

▼
市
民
活
動
支
援
事
業（
職
員
の
意
識
改
革
）

　
市
民
協
働
に
向
け
て
、
全
職
員
を

対
象
と
し
た
研
修
会
等
を
実
施
し
、

意
識
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
電
子
市
役
所
構
築
事
業

　
信
頼
で
き
る
電
子
市
役
所
の
構
築

に
向
け
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
り
つ
つ
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
様
々

な
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

▼
住
基
カ
ー
ド
普
及
促
進
事
業

　
住
基
カ

ー
ド
の
普

及
啓
発
と

独
自
利
用

の
拡
大
を

推
進
し
ま

す
。

▼
総
合
窓
口
化
検
討
事
業

　
総
合
窓
口
化
（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ

ー
ビ
ス
）
の
具
現
化
に
向
け
て
、
事

業
着
手
し
ま
す
。

▼
市
税
等
徴
収
事
業

　
税
の
公
平
性
確
保
と
納
税
者
の
利

便
性
向
上
に
努
め
ま
す
。

石和駅前特設会場で行われた救急イベント

「確かな学力」を推進するための
家庭学習啓発用リーフレット

地域振興促進助成事業実績報告会

住民票写し、印鑑登録証明コンビニ交付開始セレモニー

　
「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
」
「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
」
と
し
て
、
地
域
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
で
、
快
適
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
生
き
る
力
、
学
ぶ
力
の
あ
る
子
ど
も
を
育
む
と
と
も
に
、
市
民
が
自
ら
の
生
き
が
い

と
地
域
の
誇
り
が
培
わ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
市
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
主
体
的
に
、
か
つ
力
を
合
わ
せ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
ま
た
効
率
的
で
効
果
的
な
地
域
経
営
を
行
い
ま
す
。



　アナログ放送は、平成23年7月24日にすべての放送が終了（完全停波）します。したがって、

それまでの間に、地上デジタル放送を視聴するための準備をしないとテレビを見ることができな

くなります。

　ケーブルテレビで視聴されている場合には、デジタルテレビやケーブルテレビ専用の受信機（STB：

セットトップボックス）で地上デジタル放送をご覧になれます。また、アナログテレビにSTBや

地デジ対応チューナーを取り付ければご覧いただける場合もあります。詳しくはご加入のケーブ

ルテレビ局へお問い合わせください。

　アンテナで視聴している場合には、地上デジタル放送対応の受信機とUHFアンテナが必要で

す。受信機は、新たにデジタルテレビを購入するほか、アナログテレビに地上デジタルテレビ用

チューナーを取り付ける方法もあります。

　総務省では、地上デジタル放送の各種ご相談に応じていますので、詳しくは、デジサポ山梨ま

たは、総務省地デジコールセンターまでお電話ください。

　また、デジサポホームページ（http://www.digisuppo.jp/index.html）でもご案内しています。

アナログ

ご覧のチャンネルは………

地デジで「困った!」は、何でもお電話でお問い合わせください。

※受付時間は、いずれも　平日9:00～21:00、土日祝日9:00～18:00

　○総務省　山梨テレビ受信者支援センター（デジサポ山梨）　電話：055-213-2200

　○総務省　地デジコールセンター　電話：0570-07-0101（ナビダイヤル）

　※IP電話等、ナビダイヤルがつながらない方は、03-4334-1111でお受けしております。

放送終了の
お知らせ画
面等の表示 放送終了の

お知らせ画
面等の表示

市道石和256号線 市道石和７号線 市道石和５号線

　
総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視
聴
で
き
な

い
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世

帯
」
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
受
付
申
込
期
間
を
7
月
24

日
（
日
）
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
支
援
の
対
象
が
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
」
の
他
に
「
市

町
村
民
税
非
課
税
世
帯
」
が
加
わ
り
ま

し
た
。

▼
対
象

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯

・
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を
受
け

て
い
る
世
帯

・
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
で
、
か
つ
世

帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
措
置

を
受
け
て
い
る
世
帯

・
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
て
、

自
ら
テ
レ
ビ
を
持
ち
込
ん
で
い
る
世

帯
○
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の

措
置
を
受
け
て
い
る
世
帯

▼
受
付
申
込
期
限

　
7
月
24
日
（
日
）

▼
内
容
　
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
1
台
）
を

無
償
で
給
付
（
配
送
）
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯

へ
の
支
援

総
務
省
　
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援

実
施
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
7
0
｜
0
3
3
8
4
0

・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援

総
務
省
　
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援

実
施
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
7
0
｜
0
2
3
7
2
4

　
日
本
中
央
競

馬
会
か
ら
の
交

付
金
を
財
源
と

し
た
環
境
整
備

事
業
に
よ
り
市

内
の
歩
道
及
び

道
路
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は

競
馬
の
開
催
に

よ
る
交
通
の
混
雑
や
渋
滞
の
防
止
及
び

場
外
馬
券
所
の
環
境
整
備
を
目
的
に
同

所
（
ウ
イ
ン
ズ
石
和
）
か
ら
2
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
区
域
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

▼
整
備
さ
れ
た
事
業

○
市
道
石
和
5
号
線
歩
道

　
（
石
和
共
立
病
院
前
）

○
市
道
石
和
7
号
線
道
路

　
（
ロ
ゼ
ア
石
和
南
側
）

○
市
道
石
和
2
5
6
号
線
道
路

　
（
軽
自
動
車
検
査
協
会
東
側
）

○
市
道
石
和
6
号
線
歩
道
（
測
量
の
み
）

　
（
窪
中
島
地
内
）

■
問
合
せ
先

　
経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
0
3
2

（アナログテレビ放送終了までの画面イメージ）



　
4
月
25
日
に
笛
吹
市
連
合
区
長
会
が

開
催
さ
れ
、
平
成
23
年
度
の
理
事
と
し

て
各
地
域
の
区
長
会
代
表
者
14
名
に
委

嘱
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
長
に
芦
澤
義
男
氏
（
芦
川

町
区
長
会
会
長
）
、
副
会
長
に
小
野
英

見
氏
（
石
和
町
区
長
会
会
長
）
が
就
任

し
ま
し
た
。

　
連
合
区
長
会
は
、
各
地
域
の
区
長
会

相
互
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
自
治

会
組
織
の
発
展
と
笛
吹
市
全
体
の
よ
り

良
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
嘱
を
行
っ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
こ
れ
か
ら
梅
雨
の
時
期
に
な
り
ま

す
が
、
こ
の
時
期
か
ら
、
大
雨
や
台

風
に
よ
る
土
砂
災
害
や
浸
水
被
害
が

心
配
さ
れ
る
時
期
に
な
り
ま
す
。
気

象
情
報
な
ど
に
注
意
し
て
、
万
一
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

▼
危
険
箇
所
や
前
兆
現
象
を
知
り
、

早
め
に
避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
土
砂
災
害
の
危
険
の
あ
る
箇
所
は
、

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確

認
で
き
ま
す
。
ま
た
、
笛
吹
市
で
は
、

危
険
箇
所
が
土
砂
災
害
警
戒
区
域

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
所
が
あ

り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
土
木
課
ま
で

■
問
合
せ
先
　
土
木
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
3

▼
土
砂
災
害
警
戒
情
報
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
甲
府
地
方
気
象
台
で
は
、
大
雨

に
よ
り
土
砂
災
害
が
い
つ
発
生
し

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
と
な
っ

た
と
き
に
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
や

市
な
ど
を
通
じ
て
土
砂
災
害
警
戒

情
報
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の

情
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
は
早
め

の
避
難
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
て
い
な

く
て
も
、
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
を

感
じ
た
と
き
は
、
避
難
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
総
務
課
　
消
防
防
災
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

■問合せ先　総務課　総務担当　☎�055（262）4111

職　名 氏　名 地域区長会役職

会　長 芦澤　義男 芦川町区長会会長

副会長 小野　英見 石和町区長会会長

理　事 宝　　　修 石和町区長会副会長

理　事 渡邉　美脩 御坂町区長会会長

理　事 平井　　昭 御坂町区長会副会長

理　事 雨宮　良哲 一宮町区長会会長

理　事 中村　正昭 一宮町区長会副会長

理　事 雨宮　茂雄 八代町区長会会長

理　事 橘田　修一 八代町区長会副会長

理　事 大須賀　基眞 境川町区長会会長

理　事 角田　　勉 境川町区長会副会長

理　事 曽根　英機 春日居町区長会長

理　事 生原　洋征 春日居町区長会副会長

理　事 渡辺　治仁 芦川町区長会副会長

平成23年度笛吹市連合区長会理事

運動教室の生徒たちと市川さん（前列中央）

　昨年6月からJICA（国際協力機構）の青年海外協力

隊で、ブータンに青少年活動の隊員として派遣されて

いる市川裕美さん（春日居町）から、現地報告が届き

ました。

　ブータンはインドと中国に挟まれた小さな国ですが、GNP（国民総生産）よりGNH（国民総

幸福量）を大切にする政策や公の場での民族衣装の着用義務、世界初の禁煙国家などとても面白

い国です。

　ここには世界一辛いと言われているエマ・ダツィという料理があります。唐辛子を野菜として

使い、チーズで煮込んだもので、ブータンでは最も一般的な家庭料理です。ある本でこの辛さを

「脳天を突き抜ける辛さ」と表現していましたが、まさにそのとおりだと思います。

　私は首都ティンプーにあるユースセンターで、青少年の健全育成を目的に青少年たちが放課後

や長期休みを有意義に過ごせるようなプログラムを企画・運営しています。平日は主に美術や体

育教室をし、週に2日は歩いて40分のところにあるもう1つのセンターに通っています。前回の

長期休みにはエイズ啓発運動や日本展を行い、日本文化紹介や原爆展示などをしました。

　ブータンでは、1999年にテレビとインターネットを国民が利用できるようになりましたが、

今でも観光に来る外国人には１日200米ドル以上の滞在料金が課され、旅行の行程には担当のガ

イドが付き添わなければなりません。鎖国的な政策がある国ですが、その半面、独自の文化や習

慣が残る温かい仏教国でもあります。

　青少年と関わる仕事の中で、考えさせられることがあります。インターネットを通じて急に多

くの情報を得られるようになったブータンの子どもたちは、どんな情報を得て何を感じ、自分の

国をどう思うかということです。他と比較して足りないことに不満を感じるよりも、ここにしか

ないものを大切にしてほしいです。これは私がブータンに来て学んだことでもあります。

　首都では青少年によるけんかやドラッグ、就職難など多くの問題があります。彼らが大人なっ

たときにも、ブータンのペ

ースでみんなが幸福を感じ

られる国であってほしいと

思います。そのためにも、

私の仕事は目で見える成果

が分かりづらい仕事ですが、

子どもたちに多くの可能性

と楽しい時間を残したいで

す。任期はあと１年です。

ここで働いていることに感

謝し、悔いのない活動をし

て帰国したいと思います。



　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国
民
健
康

保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。「
み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
」
に
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
４
１
１
１

�　　
市
で
は
、
市
内
に
暮
ら
す
国
民
健
康

保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
特
定

健
診
を
実
施
し
ま
す
。
集
団
健
診
は
す

で
に
4
月
27
日
（
水
）
の
一
宮
地
区
か
ら

開
始
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
6
月
か
ら
、
集
団
健
診
に
加

え
て
市
指
定
の
医
療
機
関
で
受
診
で
き

る
国
保
人
間
ド
ッ
ク
と
、
特
定
健
診
の

個
別
医
療
機
関
健
診
が
開
始
と
な
り
ま

す
。

　
特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
型
症
候
群
）
に

着
目
し
た
健
診
で
、
40
歳
か
ら
74
歳
の

方
が
対
象
で
す
。

（
昭
和
12
年
4
月
1
日
か
ら
昭
和
47
年

3
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
）

　
2
月
に
、
「
平
成
23
年
度
笛
吹
市
各

種
健
診
希
望
調
査
の
お
願
い
」
を
送
付

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
で
に
ご

返
答
い
た
だ
い
た
方
は
手
続
き
が
済
ん

で
い
ま
す
。

　
ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

今
か
ら
で
も
間
に
合
い
ま
す
。
国
民
健

康
保
険
課
国
保
保
健
指
導
担
当
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
４
月
よ
り
特
定
健
診
が
開
始
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
改
善
に
欠
か
せ
な
い
の
が
運
動
で
す
。

　
特
に
脂
肪
燃
焼
に
適
し
て
い
る
の
が

有
酸
素
運
動
で
、
中
で
も
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
は
誰
で
も
手
軽
に
行
え
る
お
す
す
め

の
有
酸
素
運
動
で
す
。

　
メ
タ
ボ
と
呼
ば
れ
な
い
為
に
も

「
明
日
か
ら
で
な
く
、
今
日
か
ら
一
日

1
万
歩
を
目
標
に
、
レ
ッ
ツ
・
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
!
」

■
問
合
せ
先
　
国
民
健
康
保
険
課

　
国
保
保
健
指
導
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
４
１
１
１

　
平
成
23
年
2
月
の
一
人
当
た
り
療
養

給
付
費
は
1
万
７
７
２
２
円
で
し
た
。

前
年
2
月
と
比
較
す
る
と
７
６
０
円
（
+

４
・
５
％
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
適
度
な
運
動
や
栄
養
、
休
養
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
と
り
、
一
人
ひ
と
り
が
健
康

づ
く
り
を
心
が
け
、
医
療
費
の
節
約
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①集団健診 ②個別医療機関健診 ③国保人間ドック

各地区 26医療機関（市指定） 10医療機関（市指定）健診場所

4月27日（水）～
11月25日（金）

6月1日（水）～
12月31日（土）

6月1日（水）～1月31日（火）
(病院によって異なります)

実施期間

1,000円
(がん検診は別料金)

1,500円
(がん検診は別料金)

男性　35,000円前後
女性　45,000円前後
(がん検診等含む)

上記金額より市が2万円助
成します。

自己負担金

各地区保健センターな
どに検診車が出向き、
集団で受ける健診です。

医療機関(かかりつけ
医など)に行き、健診が
受けられます。

今年度より、40歳から74歳
まで対象年齢が広がりまし
た。(昨年度まで40歳から64歳)

特記事項

6月1日から②と③の部分が開始となります。

一人当たり療養給付費

18,000円

17,500円

17,000円

16,500円

H21.2
16,990

H22.2
16,962

H23.2
17,722

■問合せ先
　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎�055（262）4111

地域の防災会議に
女性の声を
生かしたいね。

災害はいつ起き
るか分からない
から、市内でも
見習うべきだね。

笛ちゃん 吹ちゃん

　被災時には、増大した家庭的責任が女性に集中することなどの問題が明らかになっており、防災（復

興）の取組を進めるに当たっては、男女のニーズの違いを把握して進める必要がある。これら被災

時や復興段階における女性をめぐる諸問題を解決するため、男女共同参画の視点を取り入れた防災（復

興）体制を確立する。

ア　防災分野における女性の参画の拡大

イ　防災の現場における男女共同参画

　・避難場所や災害ボランティア活動の場において、安全の確保など男女共

同参画の視点からの配慮がなされるよう図る。

ウ　国際的な防災協力における男女共同参画等

男女共同参画の視点を踏まえた被災者支援等〈内閣府男女共同参画局〉

▼女性や子育てのニーズを踏まえた災害対応について県や市町村へ依頼

　（避難所等での生活に関する対応について関係機関に働きかけ）

　・生理用品や粉ミルク、離乳食などの提供

　・女性用更衣室や男女別トイレ等女性や子育てに配慮した避難所の設計

　・女性のニーズ等を反映した避難所の運営体制

　・女性に対する暴力を防ぐための措置等

▼女性の悩み相談や暴力被害者支援等の窓口の周知等について県や市町村へ依頼

▼男女共同参画の視点からの災害対応についてのホームページの開設

　新しい年度が始まって私たち「笛吹市男女共同参画推進委員会」活動も、新しい息吹を受けて活動する

ことになります。

　国では、平成22年12月「第３次男女共同参画基本計画」を策定しました。我が国における男女共同参画

社会の推進が一層加速されるよう実効性のある計画となっています。

　これを受けて、平成23年４月、県では山梨県男女共同参画推進リーダーをはじめ、私たち市町村男女共

同参画推進委員や、同市町村担当職員そして広く県民一般を対象に「第３次男女共同参画基礎講座」を開

催しました。今回はそこで学んだことの一部をお伝えします。

　第３次基本計画には、特徴的な取り組みがいくつかあります。

　例えば、経済社会情勢の変化等に対応しての重点分野が新設されています。また、プランを実効性のあ

るものにできるよう、それぞれの重点分野に「成果目標」が設定されています。

　中でも、新設分野である地域、防災・環境その他の分野における男女共同参画の推進の中の防災におけ

る男女共同参画の推進では、以下のような基本的方向・具体的施策が示されています。

　そこで国では、3月11日に発生した東日本大震災に際し、女性や子育てのニーズを踏まえ、以下のよう

な対応を行っています。



　
今
回
か
ら
数
回
に
渡
り
ふ
る
さ
と
の

祭
り
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
第
1
回

目
は
神
社
の
祭
典
等
で
舞
わ
れ
る
太
々

神
楽
を
2
つ
紹
介
し
ま
す
。

　
笛
吹
市
内
に
は
県
無
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
太
々
神
楽
（
注
1
）
が

2
つ
あ
り
ま
す
。
山
梨
岡
神
社
（
注
2
）

太
々
神
楽
と
美
和
神
社
（
注
3
）
太
々

神
楽
で
す
。

　
山
梨
岡
神
社
太
々
神
楽
は
春
日
居
町

鎮
目
に
あ
る
山
梨
岡
神
社
神
楽
殿
で
毎

年
4
月
４
・
５
日
に
舞
わ
れ
ま
す
。
24

種
類
の
舞
が
あ
り
、
『
天
の
岩
戸
』
の

故
事
を
中
心
に
古
事
記
神
話
の
世
界
を

一
日
で
現
し
ま
す
。
そ
の
中
で
も
20
番

目
の
『
四
剣
の
舞
』
は
4
人
で
剣
・
鈴

を
持
ち
勇
壮
に
舞
う
神
楽
で
、
『
武
田

信
玄
出
陣
の
神
楽
』
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　
山
梨
岡
神
社
太
々
神
楽
は
出
雲
流
神

楽
（
注
4
）
の
系
統
で
昭
和
42
年
（
１

９
６
７
）
に
山
梨
県
の
無
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
美
和
神
社
太
々
神
楽
は
御
坂
町
二
之

宮
に
あ
る
美
和
神
社
神
楽
殿
で
毎
年
4

月
に
舞
わ
れ
ま
す
。
現
在
は
20
種
類
の

舞
が
伝
わ
り
、
山
梨
岡
神
社
太
々
神
楽

と
同
じ
よ
う
に
古
事
記
神
話
の
世
界
を

表
現
し
て
い
る
『
天
の
岩
戸
の
舞
』
等

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
美
和
神
社
に
は
『
神
楽
二
十
五

番
次
第
』
と
い
う
江
戸
時
代
後
期
の
神

楽
の
演
目
を
書
い
た
記
録
が
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
伊
勢
流
神
楽
（
注

5
）
の
演
目
を
含
み
、
面
を
つ
け
な
い

で
舞
う
演
目
が
多
い
等
、
現
在
の
内
容

と
は
だ
い
ぶ
違
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
毎
年
2
月
8
日
に
行
わ
れ
る

『
湯
立
の
神
事
』
（
注
6
）
も
伊
勢
流

神
楽
の
流
れ
を
く
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
美
和
神
社
太
々
神
楽
は
、
昭
和

56
年
（
1
9
8
1
）
に
山
梨
県
の
無
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
箇
所
の
神
社
と
も
6
月
に
は
神
楽

は
奉
納
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
山
梨
岡
神
社
・

美
和
神
社
の
周
辺
に
は
豊
か
な
自
然
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
梅
雨
の
晴
れ
間
に

森
林
浴
を
兼
ね
て
、
ふ
る
さ
と
の
神
社

を
訪
ね
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

注
1
　
太
々
神
楽

　
神
社
等
で
神
様
に
奉
納
す
る
た
め

に
行
わ
れ
る
歌
舞
。
名
前
は
伊
勢
神

宮
に
代
参
し
て
奉
納
す
る
代
神
楽
に

由
来
す
る
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

注
2
　
山
梨
岡
神
社

　
祭
神
は
大
山
　
命
（
山
の
神
）
等
。

甲
斐
国
官
社
20
社
の
一
つ
で
あ
り
、

武
田
家
・
徳
川
家
か
ら
深
く
信
仰
さ

れ
ま
し
た
。
本
殿
は
重
要
文
化
財
。

注
3
　
美
和
神
社

　
祭
神
は
大
物
主
命
（
稲
作
の
神
）

等
。
武
田
家
・
徳
川
家
か
ら
深
く
信

仰
さ
れ
、
武
田
家
ゆ
か
り
の
甲
冑
等

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

注
4
　
出
雲
流
神
楽

　
島
根
県
松
江
市
に
あ
る
佐
太
神
社

が
発
祥
地
と
さ
れ
、
面
を
つ
け
た
舞

い
で
古
事
記
神
話
の
世
界
を
表
現
し

ま
す
。

注
5
　
伊
勢
流
神
楽

　
三
重
県
伊
勢
市
に
あ
る
伊
勢
神
宮

で
行
わ
れ
る
『
湯
立
の
神
事
』
を
源

流
と
す
る
神
楽
。

注
6
　
『
湯
立
の
神
事
』

　
釜
で
湯
を
沸
か
し
、
周
囲
の
人
に

湯
を
降
り
か
け
、
清
め
る
神
事
。

だ
い
だ
い

こ
�
じ
�
き

い
ず
も

お
お
や
ま
ず
み
の
み
こ
と

お
お
も
の
ぬ
し
の
み
こ
と

か
っ
ち
ゅ
う

さ
　�

だ

い
わ
と

か
ぐ
ら

『山梨岡神社代々神楽・四剣の舞』（山梨県立博物館で撮影）

『美和神社代々神楽・四弓の舞』（スコレーセンターで撮影）

　　
バ
ス
に
て
新
井
原
に
移
動
後
、
現
地

散
策
会
を
行
い
ま
す
。
芦
川
の
歴
史
、

兜
造
民
家
の
特
徴
や
石
垣
の
景
観
な
ど

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

　
農
産
物
直
売
所
「
お
ご
っ
そ
う
屋
」

に
も
立
ち
寄
り
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
18
日
（
土
）（
小
雨
決
行
）

○
集
合
　
午
前
9
時

○
出
発
　
午
前
9
時
15
分

○
解
散
　
午
後
0
時
30
分
（
予
定
）

▼
集
合
場
所
　
市
役
所
八
代
支
所
駐
車
場

▼
定
員
　
30
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
市
民
優
先
の
先
着
順
と
な
り
ま
す
）

※
た
だ
し
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
5
月
30
日
（
月
）
〜
6
月

3
日
（
金
）
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午

後
5
時
の
間
、
お
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
持
ち
物
等
の
連
絡
は
参
加
決
定
通
知

と
と
も
に
お
送
り
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
財
課

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
2

　
石
和
高
温
温
泉
湧
出
50
周
年
を
記
念
し
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
の
市
内
パ
レ
ー
ド
な
ど
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

○
7
月
2
日
（
土
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

○
7
月
3
日
（
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

※
荒
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

▼
内
容
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
市
内
パ
レ

ー
ド
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
車
の

展
示
な
ど

▼
主
催
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

■
問
合
せ
先
　
石
和
温
泉
旅
館
協
同
組
合

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
3
6
2
6

　
飯
田
龍
太
先
生
創
設
の
俳
句
講
座
30

周
年
を
記
念
し
て
実
施
し
ま
す
。

短
歌
大
会

▼
日
時
　
9
月
1
日
（
木
）

　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

○
講
演
　
小
泉
ゆ
か
り
氏

○
入
選
作
品
の
発
表
と
表
彰

○
選
評
　
小
島
ゆ
か
り
氏
・
三
枝
浩
樹

氏
・
中
川
佐
和
子
氏
・
中
地
俊
夫
氏
・

内
藤
明
氏
・
小
林
幸
子
氏

俳
句
大
会

▼
日
時
　
9
月
2
日
（
金
）

　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

○
講
演
　
宇
多
喜
代
子
氏

○
入
選
作
品
の
発
表
と
表
彰

○
選
評
　
池
田
澄
子
氏
・
小
浜
杜
子
男

氏
・
西
村
和
子
氏
・
廣
瀬
直
人
氏
・

坊
城
俊
樹
氏
・
井
上
康
明
氏

※
両
大
会
と
も
、
会
場
参
加
希
望
者
は
、

往
復
は
が
き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
会
場
参
加
無
料
）
。

投
稿
要
領

○
自
由
題
、
題
詠
は
「
雲
」

○
自
由
題
2
首
（
句
）
1
組
と
し
、
何

組
で
も
応
募
可
。

○
題
詠
へ
の
参
加
希
望
の
方
は
、
自
由

題
1
組
に
つ
き
1
作
品
を
投
稿
。

○
1
組
１
６
０
０
円
（
題
詠
参
加
の
場

合
は
２
４
０
０
円
）

▼
締
切
　
7
月
1
日
（
金
）

▼
主
催
　
N
H
K
学
園
・
笛
吹
市

▼
共
催
　
N
H
K
甲
府
放
送
局

※
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
（
南

館
3
階
）
に
投
稿
に
関
す
る
詳
し
い

資
料
を
備
え
て
い
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

〒
1
8
6
｜
8
0
0
1

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
2
｜
36

N
H
K
学
園
内
「
笛
吹
市
短
歌
俳
句

大
会
」
事
務
局

☎
0
4
2
（
5
7
2
）
3
1
5
1
（
代
表
）

新井原地区　石垣風景



尺八：岩間恒（ひとし）さんエレクトーン：前田栄子さん

　
日
本
の
伝
統
楽
器
で
あ
る
尺
八
と
最

新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
集
合
体
で
あ
る
エ

レ
ク
ト
ー
ン
の
異
色
ユ
ニ
ッ
ト
…
ジ
ェ

ン
ト
ル
ブ
リ
ー
ズ
。
こ
の
2
つ
の
楽
器

の
音
色
が
織
り
な
す
サ
ウ
ン
ド
は
意
外

や
意
外
、
想
像
を
越
え
た
幅
広
い
世
界

を
生
み
出
し
ま
す
。
山
梨
県
内
各
地
を

中
心
に
活
動
を
展
開
中
で
す
。

▼
日
時
　
6
月
25
日
（
土
）

　
開
場
　
午
後
4
時
30
分

　
開
演
　
午
後
5
時

▼
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
�
集
会
室

▼
曲
目
　

・
情
熱
大
陸

・
「
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
」
よ
り

　
君
を
の
せ
て

・
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
ゆ
く
　
他

▼
入
場
料
　
無
料

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

　
世
界
的
に
活
躍
し
て
い
る
和
太
鼓
奏

者
天
野
宣
さ
ん
と
阿
羅
漢
に
よ
る
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
迫
力

あ
る
和
太
鼓
、
情
緒
溢
れ
る
笛
の
音
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
6
月
26
日
（
日
）

　
開
場
　
午
後
6
時
30
分

　
開
演
　
午
後
7
時

▼
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

▼
入
場
料
　
無
料

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
皆
様
を

爽
や
か
な
音
楽
の
調
べ
で
応
援
し
ま
す
。

ふ
え
ふ
き
発
　
山
梨
交
響
楽
団
に
よ
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

▼
日
時

　
7
月
24
日
（
日
）

　
開
場
　
午
後
1
時
30
分

　
開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

▼
曲
目

○
バ
ッ
ハ
／
G
線
上
の
ア
リ
ア

○
ワ
ー
グ
ナ
ー
／
楽
劇
「
ニ
ュ
ル
ン
ベ

ル
グ
の
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー
」
前

奏
曲

○
グ
リ
ー
グ
／
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
（
ピ
ア

ノ
…
小
野
惠
子
）

○
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
／
交
響
曲
第
9
番

「
新
世
界
よ
り
」
ほ
か

▼
入
場
料
　
1
0
0
0
円
（
入
場
収
入

の
全
額
を
寄
付
い
た
し
ま
す
）

■
問
合
せ
先
　
（
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・

�
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

�
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

皆で元気になりましょう

一昨年のコンサートより

　
「
ひ
と
り
」
は
面
白
い
、
「
ひ
と
と
」

は
も
っ
と
面
白
い
。
シ
ン
プ
ル
な
ゲ
ー

ム
か
ら
、
生
ま
れ
る
形
や
動
き
を
ダ
ン

ス
に
し
ま
す
。
相
手
が
い
る
と
、
も
っ

と
自
由
に
な
れ
る
は
ず
。
ア
タ
マ
と
カ

ラ
ダ
で
ミ
ン
ナ
で
遊
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
す
。

　
ム
ー
ヴ
メ
ン
ト
的
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ

ー
「
キ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
」
に
よ
る
楽
し

い
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
（
現
代

ダ
ン
ス
）
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

キ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
は
、
今
秋
9
月
26
日

か
ら
10
月
2
日
ま
で
笛
吹
市
に
滞
在
し
て
、

学
校
訪
問
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い

ま
す
が
、
先
行
し
て
、
1
回
目
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
創
造
性
豊
か
で
、

誰
に
で
も
楽
し
め
る
現
代
ダ
ン
ス
を
ぜ

ひ
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
小
学
５
年
生
以
上

▼
日
時
　
7
月
5
日
（
火
）

�
午
後
7
時
〜
9
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

▼
参
加
費
　
1
人
1
0
0
0
円

　
（
10
月
1
日
の
公
演
チ
ケ
ッ
ト
付
）

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
（
財
）
ふ
え
ふ
き

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

�
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
間
伐
材
で
作
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
「
つ

み
木
」
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
親
子
向

け
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

�
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
6
月
19
日
（
日
）

・
午
前
10
時
か
ら

・
午
後
1
時
30
分
か
ら

※
い
ず
れ
も
2
時
間
程
度

▼
場
所
　
県
立
博
物
館
ロ
ビ
ー

▼
講
師
　
木
楽
舎
つ
み
木
研
究
所

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
予
約
は
不
要
で
す
。

※
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
先
着
50
名

■
問
合
せ
先
　
山
梨
県
立
博
物
館
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1

　
似
顔
絵
の
描
き
方
を
学
び
ま
す
。

▼
日
時
　
7
月
9
日
（
土
）

受
付
　
午
前
9
時
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　

　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
ホ
ー
ル

▼
講
師
　
風
間
繁
樹
氏

　
（
似
顔
絵
研
究
会
会
長
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
�
1
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
申
込
受
付
�
6
月
9
日
（
木
）
か
ら

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

　
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
安
全
な
乗
り

方
や
、
操
作
の
仕
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

▼
日
時
　
7
月
23
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
30
分
か
ら

　
開
催
　
午
前
10
時
〜
正
午

※
雨
天
の
場
合
は
24
日
（
日
）
に
延
期

▼
集
合
場
所

　
金
川
の
森
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

▼
講
師
　
大
久
保
学
氏
（
日
本
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
協
会
公
認
普
及
員
）

▼
定
員
　
自
転
車
に
乗
れ
る
人
　
20
人
（
先

着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
・
ヘ

ル
メ
ッ
ト
（
貸
し
出
し
も
で
き
ま
す
）

▼
服
装
　
長
ズ
ボ
ン
、
運
動
靴
、
手
袋

▼
申
込
受
付
　
6
月
23
日
（
木
）
か
ら

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

　
森
や
川
原
に
い
る
昆
虫
を
探
し
て
観

察
し
ま
す
。

▼
日
時
　
7
月
30
日
（
土
）

受
付
　
午
前
9
時
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
の
場
合
は
ス
ラ
イ
ド
で
昆
虫
学

習
会
と
な
り
ま
す
。

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
瀬
田
実
氏

�
（
山
梨
動
物
生
態
研
究
会
会
長
）

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具
（
虫
メ
ガ
ネ
が

あ
れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
申
込
受
付
　
6
月
30
日
（
木
）
か
ら

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

�
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

コンテンポラリーダンスの世界へようこそ



　　
統
計
調
査
員
と
し
て
統
計
業
務
を
行

っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
資
格

○
20
歳
以
上
で
責
任
を
持
っ
て
調
査
事

務
を
遂
行
で
き
る
方

○
調
査
上
の
秘
密
を
守
れ
る
方

○
税
務
・
警
察
・
選
挙
に
直
接
関
係
な

い
方

▼
調
査
時
期

　
調
査
に
よ
っ
て
実
施
時
期
が
異
な

り
ま
す
。
ま
た
、
調
査
に
よ
っ
て
調

査
地
域
、
調
査
員
数
な
ど
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
に
沿
え
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
業
務
内
容

　
国
が
行
う
各
種
指
定
統
計
調
査
（
工

業
統
計
、
商
業
統
計
な
ど
）
に
つ
い

て
、
個
人
や
事
業
所
な
ど
に
調
査
依

頼
や
調
査
票
の
回
収
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
調
査
員
候
補
者
と
し
て
登
録
し
た

方
に
、
必
要
に
応
じ
て
市
か
ら
業
務

を
依
頼
し
ま
す
。

▼
報
酬

　
　
基
準
に
基
づ
い
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ
先

経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当
　

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
同
委
員
会
は
、
行
財
政
運
営
の
健
全
化
、

効
率
的
な
市
政
の
実
現
を
推
進
す
る
た

め
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
行
財
政
改

革
に
関
す
る
必
要
な
助
言
等
を
行
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
行
政

改
革
に
関
心
の
あ
る
方
で
す
。

○
市
内
に
在
住
す
る
20
歳
以
上
の
方

○
市
の
他
の
附
属
機
関
等
の
委
員
に
選

任
さ
れ
て
い
な
い
方

○
議
員
ま
た
は
市
の
常
勤
職
員
で
な
い
方

▼
任
期
　
2
カ
年

▼
公
募
人
数
　
8
人
以
内

▼
会
議
開
催
　
年
3
〜
4
回

▼
応
募
方
法

　
6
月
1
日
（
水
）
か
ら
6
月
15
日
（
水
）

ま
で
に
、
「
公
募
委
員
応
募
申
込
書
」

に
次
の
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
に
よ
り
財
政

課
行
政
改
革
担
当
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
6
月
15
日
（
水
）
必
着

と
し
ま
す
。

（
1
）
住
所
　
（
2
）
氏
名
　
（
3
）
性
別

（
4
）
生
年
月
日
　
（
5
）
電
話
番
号

（
6
）
勤
務
先
ま
た
は
学
校
名

（
7
）
応
募
テ
ー
マ

　
「
笛
吹
市
の
行
政
評
価
に
つ
い

て
」
を
（
４
０
０
字
程
度
）
で

作
成
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
用
紙
は
本
庁
2
階
財
政
課
及

び
各
支
所
窓
口
に
備
え
て
い
ま
す
。

公
募
委
員
応
募
申
込
書
様
式
の
ダ
ン

ウ
ロ
ー
ド
は
こ
ち
ら
か
ら

h
ttp
:/
/
w
w
w
.c
ity
.fu
e
fu
k
i.y
a
m
a
n

a
sh
i.jp
/
sh
ise
i/
in
fo
.p
h
p
?
ca
t_id
=
1
1

▼
選
考
方
法
等
　
公
募
委
員
は
、
応
募

さ
れ
た
方
の
中
か
ら
選
考
会
議
で
応

募
書
類
を
選
考
し
た
上
で
決
定
し
、

選
考
結
果
は
本
人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
応
募
い
た
だ
い
た
応
募
申
込

書
と
意
見
書
に
つ
い
て
は
返
却
し
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
財
政
課
�
行
政
改
革
担
当

〒
4
0
6
―
8
5
1
0

笛
吹
市
石
和
町
市
部
7
7
7
番
地

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

℻
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
5

E
メ
ー
ル

g
y
o
u
k
a
k
u
@
c
ity
.fu
e
fu
k
i.lg
.jp

国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試
験

講
座
総
合
演
習

▼
日
時
　
8
月
2
日
（
火
）
、
3
日
（
水
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
定
員
　
10
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
3
3
0
0
円

▼
受
付
期
間

　
6
月
2
日
（
木
）
〜
7
月
26
日
（
火
）

A
S
P
・
N
E
T
入
門

▼
日
時
　
8
月
2
日
（
火
）
、
3
日
（
水
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
定
員
　
10
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
3
3
0
0
円

▼
受
付
期
間

　
6
月
2
日
（
木
）
〜
7
月
26
日
（
火
）

I
S
O
9
0
0
0
シ
リ
ー
ズ

内
部
監
査
員
養
成

▼
日
時
　
8
月
25
日
（
木
）
、
26
日
（
金
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料

　
2
1
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

▼
受
付
期
間

　
6
月
24
日
（
金
）
〜
8
月
18
日
（
木
）

▼
場
所

　
と
も
に
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

※
講
座
内
容
、
日
程
等
、
都
合
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
☎
0
5
5
3
（
3
2
）
5
2
0
2

　
ジ
ュ
ー
ン
ブ
ラ
イ
ド
に
ち
な
ん
で
、

豪
華
な
フ
ラ
ワ
ー
ケ
ー
キ
の
様
な
2
段

の
ア
レ
ン
ジ
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
19
日
（
日
）

　
午
後
2
時
〜
4
時

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館
　
創
作
活
動
室

▼
定
員
　
15
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
参
加
費
　
3
5
0
0
円
（
フ
ラ
ワ
ー

ベ
ー
ス
代
含
む
）

▼
持
ち
物
　
花
切
り
ハ
サ
ミ
・
作
品
持
ち

帰
り
用
袋
（
底
が
広
い
紙
袋
が
望
ま
し

い
）
・
ニ
ッ
パ
ー
ま
た
は
工
作
ハ
サ
ミ

▼
申
込
方
法
　
6
月
10
日
（
金
）
ま
で
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

�
（
キ
ャ
ン
セ
ル
の
受
付
も
10
日
ま
で
）

■
問
合
せ
先

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
6
0
6
6

　
「
食
育
月
間
」
は
、
食
育
推
進
運
動
を

重
点
的
か
つ
効
果
的
に
実
施
し
、
食
育

の
浸
透
を
図
る
た
め
の
月
間
で
す
。

　
ま
た
、
一
年
を
通
じ
て
継
続
的
に
食

育
推
進
運
動
を
進
め
る
た
め
、
毎
月
19

日
を
「
食
育
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
今
、
食
を
と
り
ま
く
現
状
は
、「
20
代

か
ら
30
代
の
朝
食
の
欠
食
者
の
増
加
」
、

「
脂
質
の
過
剰
摂
取
や
野
菜
の
摂
取
量

不
足
に
よ
る
肥
満
や
生
活
習
慣
病
の
増

加
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
日
々
の
「
食
」

に
関
心
を
持
ち
、
「
食
」
の
大
切
さ
に

つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
次
の
こ
と
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

・
家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

・
毎
食
、
主
食
・
副
菜
・
主
菜
を
そ
ろ

え
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

・
「
笛
吹
市
版
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」

を
使
っ
て
、
自
分
に
あ
っ
た
量
を
食

べ
ま
し
ょ
う
。

・
地
元
の
安
全
な
食
材
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
健
康
企
画
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
高
齢
者
や
病
気
を
さ
れ
て
体
力
や
筋

力
が
衰
え
た
人
に
と
っ
て
、
転
倒
は
直

接
骨
折
な
ど
に
つ
な
が
る
原
因
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
一
度
転
倒
を
経
験
す
る

と
、
外
出
に
対
す
る
恐
怖
心
が
生
ま
れ
、

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
る
と
い
う
気
持

ち
の
変
化
も
起
こ
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
に
、
転
倒
を
き
っ
か
け
に
そ
の

後
の
生
活
や
人
生
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
で
は
、
ど
の

よ
う
に
転
倒
を
防
げ
ば
良
い
で
し
ょ
う

か
。
　
今
回
は
、
転
倒
を
防
ぐ
た
め
の
基
礎

体
力
作
り
と
し
て
、
転
倒
予
防
に
有
効

な
体
操
を
紹
介
し
ま
す
。
家
で
簡
単
に
、

短
時
間
で
で
き
る
体
操
で
す
。
無
理
を

せ
ず
自
分
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
コ
ツ

コ
ツ
行
い
ま
し
ょ
う
。
こ
の
他
の
体
操

に
つ
い
て
も
高
齢
福
祉
課
（
石
和
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
ま
た
は
、
各
支
所

に
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
備
え
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
７

手
を
大
き
く
振
り
、
リ
ズ
ム
よ
く
足
踏
み

を
し
ま
す
。
体
が
後
ろ
に
反
り
か
え
ら
な

い
よ
う
に
。

片
方
の
足
で
、
「
ふ
え
ふ
き
」
と
文
字
を
書

き
ま
す
。
椅
子
か
ら
落
ち
な
い
よ
う
に
、

し
っ
か
り
椅
子
を
つ
か
み
1
文
字
づ
つ
ゆ

っ
く
り
と
。



BMI＝体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）

※日本肥満学会では医学的に最も病気・疾病の少ないBMIの数

値22を基準とし、普通体重をBMIで18.5以上～25未満として

います。

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等
（
事

変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）
に

派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ

れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
及

び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労

給
付
金
受
給
者
は
除
く
）
に
対
し
て
、

そ
の
ご
労
苦
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
な
ど
か
ら
の

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
　
管
理
室

業
務
担
当

〒
1
0
0
―

8
9
2
6

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
2
―

1
―

2

☎
0
3
（
5
2
5
3
）
5
1
8
2

℻
0
3
（
5
2
5
3
）
5
1
9
0

　
「
最
近
、
お
腹
ま
わ
り
が
気
に
な
る
」

「
家
に
こ
も
り
が
ち
で
運
動
不
足
」
と
い

う
方
、
一
緒
に
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
働
き
ざ
か
り
の
方
を
対
象
に
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪

症
候
群
）
予
防
の
た
め
の
運
動
や
食
事

に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

　
お
な
か
の
周
り
を
す
っ
き
り
さ
せ
た

い
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を

予
防
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
健
康

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
が

対
象
で
す
。

①
40
歳
以
上
〜
65
歳
未
満
の
方

②
B
M
I
25
以
上
の
方

※
医
師
に
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方

は
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
8
月
10
日
（
水
）
・
24
日
（
水
）
、
9
月

7
日（
水
）・
21
日（
水
）、
10
月
5
日（
水
）・

19
日
（
水
）

　
教
室
は
6
回
コ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。

　
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

※
血
液
検
査
は
、
8
月
3
日
（
水
）
、
10

月
13
日
（
木
）

　
午
前
9
時
〜
10
時

▼
場
所
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

　
関
本
正
志
氏

（
健
康
運
動
指
導
士
・
㈱
A
R
C
A
山

梨
）

▼
内
容

○
身
体
測
定
（
体
重
・
腹
囲
測
定
）

○
血
液
検
査

○
栄
養
士
の
講
話

○
簡
単
な
脂
肪
燃
焼
運
動

▼
定
員
　
30
名
程
度

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法

　
6
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
、
後

日
詳
し
い
通
知
を
し
ま
す
。
な
お
、

お
申
し
込
み
の
際
に
、
年
齢
や
Ｂ
Ｍ

Ｉ
な
ど
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

健
康
づ
く
り
課
　
成
人
保
健
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
℻
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
2

例えば、体重65kg・身長158cmの方の計算方法

BMI＝65÷1.58÷1.58＝26

生涯において食べる
楽しみを持ち続け、
歯と全身の健康を保
つために「歯周疾患
検診」をぜひ、ご活
用ください。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、

毎
年
6
月
4
日
〜
10
日

ま
で
の
1
週
間
を
「
歯

の
衛
生
週
間
」
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
週
間
は
、
歯
の
健
康
に

つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
深
め
、
歯
科

疾
患
の
予
防
処
置
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歯
の

寿
命
を
延
ば
し
、
健
康
を
保
持
増
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
健
康
づ
く
り
の
計
画
で
あ

る
「
笛
吹
市
健
康
増
進
計
画
」
で
、
市

民
の
取
り
組
み
「
か
か
り
つ
け
の
歯
科

医
を
も
ち
定
期
検
診
を
受
け
る
」
、
市
の

取
り
組
み
「
歯
周
疾
患
検
診
実
施
と
受

診
の
す
す
め
」
「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を

も
つ
こ
と
の
す
す
め
」
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
1
月
に
実
施
し
ま
し
た
「
健
康
増
進

計
画
策
定
の
た
め
の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
結
果
、
「
歯
や
口
の
中
が
気
に
な
る
人

の
割
合
」
が
、
30
歳
〜
64
歳
で
は
71
・

1
％
、
65
歳
以
上
で
は
65
・
5
％
。
「
か

か
り
つ
け
の
歯
科
医
が
い
る
人
の
割
合
」

が
、
30
歳
〜
64
歳
で
は
77
・
3
％
、
65

歳
以
上
で
は
84
・
1
％
で
し
た
。

　
歯
を
失
う
原
因
は
、
む
し
歯
と
歯
周

疾
患
で
す
。
歯
や
歯
ぐ
き
の
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
み
、
歯
の
喪
失
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
健
康
企
画
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

▼
応
募
資
格
　
平
成
23
年
3
月
31
日
現

在
で
70
歳
以
上
の
方
。

　
健
康
な
歯
が
お
お
む
ね
28
本
程
度

あ
る
方
。
（
治
療
し
て
あ
っ
て
も
か
ま

い
ま
せ
ん
）

▼
応
募
期
間

　
6
月
1
日
（
水
）
〜
7
月
8
日
（
金
）

▼
応
募
資
格

平
成
23
年
3
月
31
日
現
在
で
80
歳
以

上
の
方

健
康
な
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方
（
治
療

し
て
あ
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

　
過
去
受
賞
さ
れ
た
方
は
対
象
外
で
す
。

▼
応
募
期
間

　
6
月
1
日
（
水
）
〜
8
月
27
日
（
土
）

※
応
募
方
法
や
表
彰
な
ど
、
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
県
歯
科
医
師
会

　
☎
0
5
5
（
2
5
2
）
6
4
8
1

　
生
活
習
慣
病
で
あ
り
、
歯
を
失
う
大

き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
「
歯
周
疾
患
」

は
痛
み
も
な
く
知
ら
な
い
う
ち
に
進
行

す
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

　
「
歯
周
疾
患
」
は
、
慢
性
化
し
て
い
る

期
間
が
長
い
と
、
病
原
性
を
も
っ
た
細

菌
が
口
か
ら
離
れ
た
心
臓
や
肺
な
ど
の

臓
器
に
行
き
着
き
、
そ
こ
に
病
気
を
起

こ
す
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
「
歯
周
疾
患
」
を
早
期
発
見
・
早
期
治

療
す
る
こ
と
は
、
全
身
の
健
康
も
守
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
対
象
平
成
23
年
3
月
31
日
現
在

40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳
の
市
民

▼
期
限
　
12
月
31
日
（
土
）
ま
で

▼
場
所

　
山
梨
県
歯
科
医
師
会
加
盟
歯
科
医
院

▼
内
容
歯
の
状
況
・
歯
周
組
織
の
状
況
・
口

腔
清
掃
の
状
態
・
そ
の
他
の
所
見

▼
費
用
　
自
己
負
担
金
1
0
0
0
円

　
（
検
診
料
金
4
2
2
7
円
）

▼
実
施
方
法

　
平
成
23
年
度
各
種
検
診
希
望
調
査

書
で
お
申
し
込
み
の
あ
っ
た
方
へ
、

笛
吹
市
歯
周
疾
患
検
診
受
診
券
を
郵

送
し
ま
し
た
。
実
施
期
間
内
中
、
随

時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
成
人
保
健
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

65
歳
以
上
「
歯
や
口
の
中
が

気
に
な
る
人
の
割
合
」

30
歳
〜
64
歳
「
歯
や
口
の

中
が
気
に
な
る
人
の
割
合
」

30
歳
〜
64
歳
「
か
か
り
つ
け

の
歯
科
医
が
い
る
人
の
割
合
」

65
歳
以
上
「
か
か
り
つ
け

の
歯
科
医
が
い
る
人
の
割

合
」

■無回答
■ある
■気になるところはない

■無回答
■ある
■気になるところはない

■無回答
■ある
■いない

■無回答
■ある
■いない

20.9%
13.6%

65.5%

27.3%

1.5%

71.1%

22.0％

0.7％

77.3％

13.5％
2.4％

84.1％



 

＊
対
象
者
に
は
、
後
日
予
診
票
・
契
約

医
療
機
関
等
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
を

し
ま
す
。
接
種
時
期
等
の
内
容
を
よ

く
確
認
し
契
約
医
療
機
関
に
て
予
防

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
他
市
町
村
よ
り
転
入
さ
れ
た
方
、
予

診
票
の
な
い
方
、
合
併
前
の
予
診
票

を
お
持
ち
の
方
は
、
健
康
づ
く
り
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

*
6
月
は
ポ
リ
オ
集
団
予
防
接
種
が
あ

り
ま
す
。
対
象
者
に
は
詳
し
い
お
知

ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。

前
回
接
種
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
配

布
し
た
「
こ
ど
も
の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
確
認
の
う
え
、
健
康
づ
く
り
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

健
康
づ
く
り
課
　
母
子
保
健
担
当
　

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
歯
科
衛
生
士
の
伊
藤
由
美
香
さ
ん
を

お
招
き
し
て
歯
の
話
や
歯
み
が
き
指
導

を
行
な
い
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
親
子

▼
日
時
　
6
月
10
日
（
金
）

　
午
前
10
時
〜
正
午
頃

▼
場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

▼
持
ち
物
　
子
供
用
歯
ブ
ラ
シ

※
予
約
は
不
要
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
お
子
さ
ん
の
食
事
で
悩
ま
れ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
栄
養
士
に
よ

る
幼
児
食
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
が
食
べ
や
す
い
調
理
工
夫
や
、

好
き
嫌
い
解
消
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
1
歳
6
カ
月
〜

2
歳
児
の
保
護
者

※
託
児
希
望
の
方
は
申
し
込
み
の
際
に

お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
6
月
15
日
（
水
）

　
受
付
　
午
前
9
時
30
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
45
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

　
簡
単
調
理
・
試
食
（
保
護
者
の
み
）

▼
定
員
　
20
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物

　
保
護
者
用
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
母
子
保
健
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
オ
イ
ル
を
使
っ
た
3
回
コ
ー
ス
の
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
親
子
の
き
ず
な
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
心
理
学
を
学
ぶ
時
間
や

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
　
生
後
2
カ
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ

前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
　
10
組

※
最
小
遂
行
組
数
　
3
組

▼
日
時
　
6
月
9
日
（
木
）
・
23
日
（
木
）
・

30
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

（
石
和
町
市
部
4
4
8
）

▼
講
師
　
N
P
O
法
人
国
際
ボ
ン
デ
ィ

ン
グ
協
会
認
定
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

▼
参
加
費
　
3
回
コ
ー
ス
3
0
0
0
円

（
心
理
学
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
付
音
楽

C
D
と
オ
イ
ル
1
本
付
き
）

▼
持
ち
物
　
普
段
使
っ
て
い
る
バ
ス
タ

オ
ル
・
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

　
お
子
さ
ん
の
身
の
回
り
品
と
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ�

�
�Ｓ

ｐ
ａ
ｃ
ｅ

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

�
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8

任
　
意

予防接種名

ＢＣＧ

三種混合１期初回・
追加（ジフテリア・
百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合
１期

二種混合２期
（ジフテリア・破傷風）

日本脳炎１期　

日本脳炎２期

ヒブ

小児用肺炎球菌

通知発送対象児

平成２３年３月
生まれ

平成２２年６月
生まれ

平成１２年６月
生まれ

平成２０年６月
生まれ

現在接種のおすす
めを控えています

平成２３年４月
生まれ

ポ
リ
オ

１回目

２回目

平成22年10月13日～
平成22年12月31日生まれ

平成22年4月28日～
平成22年6月30日生まれ

　
市
で
は
、
私
立
幼
稚
園
に
通
園
し
て

い
る
保
護
者
の
所
得
に
応
じ
て
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
少
子
化

対
策
、
幼
児
教
育
の
一
層
の
普
及
を
図

る
た
め
、
平
成
23
年
度
私
立
幼
稚
園
就

園
奨
励
費
補
助
事
業
を
国
の
補
助
を
受

け
て
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象
市
内
に
住
所
を
有
し
、
私
立
幼
稚
園

に
在
園
す
る
満
3
歳
〜
5
歳
の
園
児

の
保
護
者

（
市
民
税
の
所
得
割
に
応
じ
て
補
助

さ
れ
る
金
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
下

の
補
助
額
区
分
表
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
）

　
通
園
し
て
い
る
私
立
幼
稚
園
の
所

在
地
は
市
内
・
市
外
を
問
い
ま
せ
ん
。

▼
申
請
方
法

　「
保
育
料
減
免
措
置
に
関
す
る
調
書
」

の
ほ
か
、
添
付
書
類
も
添
え
て
通
園

し
て
い
る
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
通
園
し
て
い

る
幼
稚
園
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
教
育
総
務
課
　
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
6

　
現
況
届
は
年
金
受
給
権
者
の
方
が
年

金
を
受
給
す
る
資
格
が
あ
る
か
否
か
に

つ
い
て
、
毎
年
1
回
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　
期
限
内
に
提
出
が
な
か
っ
た
場
合
は

11
月
の
支
払
（
8
・
9
・
10
月
分
）
か

ら
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
年
金
の
支

払
が
差
止
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
忘
れ

に
な
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
現
況
届
の
用
紙
に
つ
い
て

　
提
出
が
必
要
な
方
に
は
、
5
月
末

日
頃
に
（
独
）
農
業
者
年
金
基
金
か

ら
現
況
届
の
用
紙
が
直
接
受
給
権
者

に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
提
出
期
限
・
提
出
先

○
6
月
1
日
（
水
）
〜
6
月
30
日
（
木
）

○
農
業
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
2
階
）

　
ま
た
は
各
支
所

▼
書
き
方
 

　
受
給
権
者
自
ら
署
名
・
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
受
給
権
者
本
人
が
署
名
・

記
入
で
き
な
い
場
合
は
、
代
理
人
（
親

族
等
）
が
「
受
給
権
者
」
及
び
「
代

理
人
」
の
欄
に
署
名
・
記
入
を
行
な

っ
て
く
だ
さ
い
。

　
経
営
移
譲
年
金
・
特
例
付
加
年
金

の
受
給
権
者
の
方
は
、
現
況
届
裏
面

の
支
給
停
止
に
関
す
る
事
項
を
お
読

み
い
た
だ
き
、
支
給
停
止
に
該
当
し

て
い
な
い
こ
と
を
ご
確
認
の
上
、
記

入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

経
営
移
譲
（
特
例
付
加
）
年
金
受
給
権

者
確
認
事
項
（
参
考
）

①
農
地
を
新
た
に
取
得
、
ま
た
は
借
入

れ
た
り
、
貸
付
け
て
い
た
農
地
の
返

還
を
受
け
、
農
業
経
営
を
再
開
（
農

業
所
得
の
申
告
等
）
し
て
い
る
と
支

給
停
止
に
該
当
し
ま
す
。

②
後
継
者
に
移
譲
し
た
農
地
を
売
買
、

移
転
し
た
場
合
は
支
給
停
止
に
該
当

し
ま
す
。

※
経
営
移
譲
年
金
は
支
給
停
止
に
な
り

ま
す
が
、
老
齢
年
金
は
受
給
で
き
ま
す
。

（
農
業
委
員
会
に
届
け
が
必
要
）

　
た
だ
し
、
道
路
等
土
地
収
用
該
当

事
業
（
公
共
事
業
）
で
収
用
さ
れ
た

場
合
、
ま
た
は
直
系
卑
属
で
あ
る
子

ど
も
の
住
宅
建
築
の
た
め
の
転
用
、

買
い
換
え
・
交
換
す
る
た
め
の
返
還

等
に
該
当
す
る
場
合
は
支
給
停
止
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
（
農
業
委
員
会
に
届

が
必
要
）

③
次
の
名
義
は
、
経
営
移
譲
（
特
例
付
加
）

年
金
を
受
給
し
て
い
る
間
は
必
ず
後

継
者
（
経
営
主
）
で
す
。

・
農
業
所
得
に
か
か
る
納
税
申
告
の
名
義

・
農
業
協
同
組
合
員
名
義

・
土
地
改
良
区
の
組
合
員
名
義

・
農
業
共
済
の
組
合
員
名
義

・
転
作
助
成
金
の
申
請
名
義

■
問
合
せ
先

�
農
業
委
員
会
事
務
局

�
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
0
3
8

区　分
補助額（年額）

第1子 第2子 第3子以降

1

生活保護法の規定による保護を
受けている世帯及び当該年度に
納付すべき市民税が非課税の世
帯

146,200円 190,000円 260,000円

2
当該年度の市民税の所得割額が
非課税の世帯

110,800円 165,000円 253,000円

84,200円 146,000円 248,000円

59,200円 129,000円 243,000円

3
当該年度の市民税の所得割額が
34,500円以下の世帯

4
当該年度の市民税の所得割額が
183,000円以下の世帯

補助額区分表



　
平
成
22
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
に
締

結
（
公
告
）
さ
れ
た
賃
貸
借
に
お
け
る

賃
借
料
水
準
を
公
表
し
ま
す
。

　
「
農
地
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

が
平
成
21
年
6
月
4
日
に
公
布
さ
れ
、

平
成
21
年
12
月
15
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
よ
り
標
準
小
作
料
は
廃
止

さ
れ
、
こ
れ
に
代
わ
り
、
農
業
委
員
会

が
農
地
の
賃
借
料
情
報
の
提
供
を
行
う

こ
と
が
法
律
上
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
改
正
後
の
農
地
法
第

52
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
地
法
及
び

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
り
賃

借
さ
れ
た
実
勢
の
賃
借
料
を
集
計
し
、

情
報
提
供
し
ま
す
の
で
、
賃
借
料
を
決

定
す
る
際
の
判
断
材
料
と
し
て
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
「
賃
借
料
情
報
」
は
、

実
勢
の
集
計
値
で
あ
り
拘
束
力
は
な
く

賃
借
料
決
定
の
参
考
と
し
て
提
供
す
る

も
の
で
す
か
ら
、
実
際
の
契
約
の
際
に

は
貸
し
手
と
借
り
手
の
両
者
で
よ
く
協

議
し
た
う
え
で
締
結
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
0
3
8

■問合せ先　農林振興課　農林経営担当　☎�055（262）4111

平成23年４月27日決定

農作業の種類 区������������分 単　価（円） 備　　　　考

果�������樹

一�������般

その他作業

共選出荷作業

直　売　所　関　係

水�������田

誘引　つる伏

摘粒　摘果

袋掛

ジベ処理

収穫

その他

剪定

一般農作業

病害虫防除

畑耕うん��中耕

除草

6月～９月

耕起代かき

代かき

機械田植え

稲刈り

脱穀

一�����������日

時�����������給

時�����������給

時����給

時����給

一般

大・高校生

10a　１回

10a　１回

一般農地10a�

荒廃農地10a�

特殊性があるため各共選場ごとの単価となります

一般男女

大学生

高校生

10a�

10a

10a

10a

10a

10,000

1,250

900

850

7,000

10,000

6,000

20,000

800

750

700

13,000

7,000

9,000

9,000

9,000

900

労働時間：一日8時間
午前8時～午後6時
賄いなし
休憩：午前午後　各30分

薬剤：依頼者負担
機械燃料：請負者負担
棚、資材、樹木処理別途協議

賄いなし
機械燃料：請負者負担

賄いなし

　農作業労働の標準賃金について、4月27日笛吹市農業労働力対策協議会において、市の実情等を考
慮の上、次のとおり決定しましたので、雇主並びに農業従事者共に参考にしてくださいますようお願
いします。

作物
区分

地域
区分

田

水　稲

畑

普通畑

樹　園　地

もも・ぶどう・その他

地
区

石
和
・
春
日
居
地
区

御
坂
・
一
宮
・
八
代
・
境
川
地
区

芦
川
地
区

平坦
地域

傾斜
地域

平坦
地域

傾斜
地域

山間
地域

全地域

平　均　額��28,800
最　高　額��31,700
最　低　額�� 6,900
データ数�� 7

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし 該当なし

該当なし

該当なし

平　均　額��20,400
最　高　額��30,000
最　低　額�� 4,700
データ数�� 8

平　均　額��18,500
最　高　額��25,000
最　低　額�� 9,900
データ数�� 5

平　均　額�� 1,500
最　高　額�� 1,500
最　低　額�� 1,500
データ数�� 1

平　均　額�� 7,700
最　高　額��12,300
最　低　額�� 2,000
データ数�� 5

平　均　額 4,800
最　高　額 4,800
最　低　額 4,800
データ数 1

平　均　額��35,800
最　高　額��61,600
最　低　額��10,400
データ数�� 52

平　均　額��32,800
最　高　額��66,700
最　低　額�� 5,600
データ数�� 154

平　均　額��25,200
最　高　額��46,900
最　低　額�� 4,000
データ数�� 49

※「金額」は、算出結果を四捨五入し100円単位としている。

(10ａ当り��年額　単位：円)▼
5
年
一
括
納
付
・
単
年
一
括
納
付
の

場
合
　
納
付
期
間
は
、
6
月
1
日
（
水
）

〜
14
日
（
火
）
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
た
方
は
、

6
月
14
日
（
火
）
に
指
定
口
座
よ
り
引

落
し
ま
す
。

※
納
付
期
限
日
ま
で
に
お
支
払
い
を
さ

れ
な
か
っ
た
（
口
座
振
替
が
で
き
な

か
っ
た
）
方
は
、
自
動
的
に
支
払
方

法
が
報
奨
金
な
し
の
分
割
納
付
に
切

り
替
わ
り
ま
す
。

▼
分
割
納
付
の
場
合
　
第
1
期
の
納
期

限
日
は
、
6
月
30
日
（
木
）
で
す
。

　
口
座
振
替
の
場
合
は
、
6
月
27
日（
月
）

に
指
定
口
座
よ
り
引
落
し
ま
す
。

※
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
に
は
、
下
水

道
課
ま
た
は
各
支
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
下
水
道
課
　
管
理
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
7

　
市
民
の
皆
さ
ん
や
東
日
本
大
震
災
の

被
災
者
の
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
法
務
局

の
事
務
に
関
す
る
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

　
法
務
局
で
は
、
登
記
、
戸
籍
、
供
託
、

訟
務
、
人
権
擁
護
及
び
成
年
後
見
登
記

に
関
す
る
事
務
等
、
生
活
に
深
く
関
係

す
る
事
務
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
に
関
す
る
こ
と
で
、
知
り
た
い

こ
と
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
　
6
月
19
日
（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
30
分

▼
場
所
　
甲
府
地
方
法
務
局
4
階
会
議
室

　
（
甲
府
市
北
口
1
｜
2
｜
19
）

▼
相
談
内
容

○
被
災
地
の
土
地
や
建
物
の
登
記
に
関

す
る
こ
と

○
相
続
・
売
買
・
抵
当
権
抹
消
等
の
不

動
産
登
記
、
会
社
等
の
登
記
の
手
続

き
に
関
す
る
こ
と

○
お
年
寄
り
の
財
産
等
を
守
る
成
年
後

見
制
度
に
関
す
る
こ
と

○
成
年
後
見
登
記
の
手
続
き
や
証
明
書

に
関
す
る
こ
と

○
婚
姻
・
離
婚
・
養
子
縁
組
・
親
権
等

の
戸
籍
に
関
す
る
こ
と

○
帰
化
等
国
籍
に
関
す
る
こ
と

○
地
代
・
家
賃
の
支
払
い
等
の
供
託
に

関
す
る
こ
と

○
子
ど
も
に
対
す
る
「
虐
待
」
・
「
い
じ

め
」
、
女
性
に
対
す
る
「
セ
ク
ハ
ラ
」
・

「
D
V
」、
高
齢
者
に
対
す
る
「
虐
待
」

等
の
人
権
問
題
に
関
す
る
こ
と

○
遺
言
等
公
正
証
書
作
成
に
関
す
る
こ
と

○
そ
の
他
法
務
局
の
所
掌
事
務
に
関
す

る
こ
と

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

▼
そ
の
他
　
登
記
申
請
（
不
動
産
・
商
業
）

の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
申
請
書
様
式
等
、

登
記
に
関
す
る
情
報
を
入
手
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
ア
ド
レ
ス

h
ttp
:/
/
h
o
u
m
u
k
y
o
k
u
.m
o
j.g
o
.

jp
/
h
o
m
u
/
s
ta
tic
/

■
問
合
せ
先
　
甲
府
地
方
法
務
局

　
☎
0
5
5
（
2
5
2
）
7
1
5
3

　
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
15
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
市
役
所�

南
館�

3
階
大
会
議
室

■
問
合
せ
先
　
（
社
）
山
梨
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
�
担
当
�
岡

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
6
3
8

　
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部
で
は
、

相
続
税
、
所
得
税
及
び
法
人
税
等
の
税

金
無
料
相
談
を
開
催
し
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
7
月
14
日
（
木
）

　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所

　
市
役
所�
本
庁
3
階�

第
3
会
議
室

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
東
京
地
方
税
理
士
会
甲

府
支
部
　
担
当
　
塩
谷

　
☎
0
5
5
（
2
3
3
）
1
3
1
8

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
な
ど
複

数
の
金
融
業
者
か
ら
お
金
を
借
り
て
お

悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

市
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時
　
6
月
15
日
（
水
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所

　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ�

2
階�

会
議
室

▼
相
談
時
間
　
1
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員

�
網
倉
�
義
久
氏
（
司
法
書
士
）

▼
持
ち
物
　
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収
入

等
が
わ
か
る
資
料

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1



　
山
梨
県
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ

き
「
甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
、

廃
棄
物
最
終
処
分
場
整
備
事
業
及
び
（
仮

称
）
地
域
振
興
施
設
整
備
事
業
に
係
る

環
境
影
響
評
価
準
備
書
」
の
縦
覧
と
説

明
会
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
▼
事
業
者
の
氏
名
及
び
住
所

○
事
業
者

　
甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
事

務
組
合

・
代
表
者
　
管
理
者
　
宮
島
　
雅
展

・
所
在
地
　
山
梨
県
笛
吹
市
境
川
町
藤

垈
２
６
０
０
番
地

○
事
業
者

　
財
団
法
人
山
梨
県
環
境
整
備
事
業
団

・
理
事
長
　
横
内
　
正
明

・
所
在
地
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
1

丁
目
9
の
11

○
事
業
者
　
笛
吹
市

・
市
長
　
荻
野
　
正
直

・
所
在
地
　
山
梨
県
笛
吹
市
石
和
町
市

部
７
７
７
番
地

▼
対
象
事
業
の
名
称
、
種
類
及
び
規
模

○
名
称
　
甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理

施
設
、
廃
棄
物
最
終
処
分
場
整
備
事

業
及
び
（
仮
称
）
地
域
振
興
施
設
整

備
事
業

・
種
類
　
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置

　
（
ご
み
処
理
施
設
の
設
置
）

・
規
模
　
3
6
9
ト
ン
／
日

・
種
類
　
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置

　
（
廃
棄
物
最
終
処
分
場
）

・
規
模
　
最
大
約
60
万
立
方
メ
ー
ト
ル

・
種
類
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
設
置
及

び
そ
の
用
地
の
造
成
事
業

・
規
模

�
温
泉
施
設
・
多
目
的
広
場
等

　
約
1
万
6
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル

▼
対
象
事
業
実
施
区
域

�
山
梨
県
笛
吹
市
境
川
町
寺
尾
地
内

▼
関
係
地
域
の
範
囲

�
山
梨
県
笛
吹
市
、
山
梨
県
甲
府
市

▼
準
備
書
の
縦
覧
場
所
、
期
間
及
び
時
間

○
場
所
甲
府
市
役
所
相
生
仮
本
庁
舎
、
甲
府

市
役
所
中
道
支
所
、
笛
吹
市
役
所
南

館
、
山
梨
市
役
所
庁
舎
、
甲
州
市
役

所
本
庁
舎
、
山
梨
県
県
民
情
報
セ
ン

タ
ー
、
笛
吹
市
役
所
境
川
支
所
2
階

（
甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設

事
務
組
合
）

○
期
間
6
月
15
日（
水
）〜
7
月
14
日（
木
）（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

○
時
間

�
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
意
見
書
の
提
出
先
及
び
問
合
せ
先

　
準
備
書
に
つ
い
て
環
境
の
保
全
の

見
地
か
ら
の
ご
意
見
を
お
持
ち
の
方

は
、
任
意
の
用
紙
に
住
所
、
氏
名
（
法

人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た

る
事
務
所
の
所
在
地
）
及
び
準
備
書

の
名
称
、
意
見
（
理
由
を
含
む
）
を

ご
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
記
入
内
容
は
、
日
本
語
で
お
願
い

し
ま
す
）

○
期
限
�
7
月
28
日
（
木
）
ま
で

○
提
出
方
法

　
書
留
郵
便
（
当
日
消
印
有
効
）
も

し
く
は
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
意
見
書
の
提
出
先

甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
事

務
組
合

住
所
〒
4
0
6
｜
0
8
5
3

山
梨
県
笛
吹
市
境
川
町
藤
垈
２
６
０

０
番
地

☎
0
5
5
（
2
6
6
）
7
7
4
4

説
明
会

▼
準
備
書
説
明
会
の
会
場
、
日
時

○
会
場
笛
吹
市
役
所
境
川
支
所
防
災
セ
ン
タ
ー

2
階
会
議
室

（
山
梨
県
笛
吹
市
境
川
町
藤
垈
２
６
０

０
番
地
）

○
日
時

　
6
月
22
日
（
水
）
午
後
7
時
よ
り

※
準
備
書
の
縦
覧
に
つ
き
ま
し
て
は
、

縦
覧
開
始
日
前
日
の
新
聞
（
日
刊
紙

複
数
社
）
に
公
告
文
を
掲
載
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み

処
理
施
設
事
務
組
合

　
☎
0
5
5
（
2
6
6
）
7
7
4
4

　
市
で
は
県
内
の
他
市
町
村
と
合
同
で
、

市
税
の
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え
た
不

動
産
（
農
地
）
を
公
売
し
ま
す
。

▼
期
日
　
7
月
5
日
（
火
）

▼
場
所
東
八
代
合
同
庁
舎
　
3
階
大
会
議
室

（
石
和
町
広
瀬
7
8
5
）

▼
公
売
方
法

�
入
札

※
中
止
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
入
札
日

に
は
、
買
受
適
格
証
明
書
及
び
公
売

保
証
金
の
納
付
が
必
要
で
す
。
入
札

に
際
し
て
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
収
税
課
、
県
税
事

務
所
等
に
あ
る
「
合
同
不
動
産
公
売

案
内
」
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
収
税
課
　
収
納
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
笛
吹
市
の
平
成
24
年
成
人
式
を
、
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
平
成
24
年
1
月
8
日
（
日
）

　
受
付
　
午
後
1
時

　
開
式
　
1
時
30
分

▼
会
場

　
市
外
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
笛
吹
市

成
人
式
に
参
加
希
望
の
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
9

　
6
月
1
日
（
水
）
か
ら
10
日
（
金
）
は
、

「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化

期
間
」
で
す
。
安
全
で
豊
か
な
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に
、
電
波
は
ル
ー
ル
を

守
り
、
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先
　
関
東
総
合
通
信
局

・
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

　
☎
0
3
（
6
2
3
8
）
1
9
3
9

・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

　
☎
0
3
（
6
2
3
8
）
1
9
4
5

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
相
談

　
☎
0
3
（
6
2
3
8
）
1
9
4
4

平成23年4月19日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　笛吹市議会だより（平成23年4月22日発行）
Vol.26のなかで９ページ「５段目」につきまして、
語句が欠落しておりましたことをお詫びいたします。

石和会場 スコレーセンター

御坂会場 御坂農村環境改善センター

一宮会場 いちのみや桃の里ふれあい文化館

八代会場 八代総合会館

境川会場 境川総合会館

春日居会場 春日居あぐり情報ステーション

芦川会場 芦川ふるさと総合センター

お詫びと訂正

（金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

市内全域

石和町市部

石和町広瀬

御坂町夏目原

石和町・一宮町・春日居町

御坂町・八代町・境川町・芦川町

一宮町土塚

境川町小黒坂

八代町北

御坂町竹居

一宮町石

一宮町下矢作

御坂町・境川町・芦川町

石和町・春日居町

一宮町・御坂町

八代町・境川町・芦川町

一宮町・春日居町

石和町

御坂町・八代町・境川町・芦川町

¥19,000,000

¥4,900,000

¥1,300,000

¥7,700,000

¥15,400,000

¥9,600,000

¥2,200,000

¥2,500,000

¥3,580,000

¥5,170,000

¥6,120,000

¥8,400,000

¥5,190,000

¥8,000,000

¥8,300,000

¥7,800,000

¥7,300,000

¥9,600,000

¥19,000,000

（有）須田造園

（株）石和植木

（有）住まいの高野

（株）日昇建設

中央舗道建設（有）

（有）桃李

（有）笛南興業

（株）オリオン

（有）天野組

（株）古屋工業

（有）桃李

（株）上野建工

（株）小越建設

（有）天野組

不調

（有）天野組

（株）小越建設

（株）上野建工

笛吹市上水道事業飲料水、排水水質検査業務委託

石和ふれあいゾーン緑地管理業務委託

石和平等川河川公園緑地管理業務委託

笛吹市学びの杜みさか・御坂支所外壁塗装等改修工事（明許）

緊急舗装修繕業務委託1

緊急舗装修繕業務委託2

市道3190号線側溝改修工事

市道5023号線側溝改修工事

市道4116号線側溝改修工事

市道1-33号線側溝改修工事

市道1-18号線側溝改修工事

市道3008号線側溝改修工事

林道維持管理業務

農業用施設緊急補修業務委託（1工区）

農業用施設緊急補修業務委託（2工区）

農業用施設緊急補修業務委託（3工区）

緊急維持修繕業務委託1

緊急維持修繕業務委託2

緊急維持修繕業務委託3

¥7,870,000

¥4,790,000

¥1,220,000

¥5,133,400

¥14,700,000

¥9,200,000

¥1,870,000

¥2,240,000

¥2,800,000

¥3,460,000

¥4,590,000

¥6,890,000

¥3,640,000

¥5,930,000

¥5,560,000

－

¥4,890,000

¥7,170,000

¥12,666,667

（株）山梨県環境科学
検査センター



■問合せ先　生涯学習課　青少年育成コーディネーター　☎�055（261）3339

　生涯学習課では、４月24日、雨上がりのきらきらと輝く新緑の中を、御坂町成田地内の史跡

７箇所と県立博物館の特別展など、親子の交流を深める体験活動の一環として文化財めぐりを

実施しました。親子14組31名が参加し、それぞれの場所で説明を聞いたり、質問したりしなが

ら鎌倉街道などを楽しく歩きました。地域に住んでいても、その中をゆっくり歩いて見て回る

ということはなかなかできないものですが、改めて私たちの身近にも地域に根ざした、さまざ

まな歴史を刻んだ文化財が、多くあることを

知ることができました。

　親子の中には、メモを取りながら説明に耳

を傾けている人もいました。県立博物館では、

葛飾北斎・生誕250年記念特別展を見学しま

した。「寺子屋ひろば」での武田家の紙芝居

には子どもたちも興味深く見入っていました。

　これを機会に地域の文化財に関心を深め、

自らがどのような地域の歴史の中で暮らして

いるのかを知ったり、また大人が子どもたち

に伝えていってほしいと思います。

　笛吹市域に甚大な被害をもたらした明治40年の大水害からおよそ100年が経過しています。

　市では明治の大水害をはじめ、過去に笛吹市域で起きた主な風水害の惨状や教訓をメッセージとし

て後世に伝えるとともに防災意識を高めていただくために、「笛吹市風水害誌」を記録誌としてまとめ

発刊しています。

▼販売価格　1,000円（１冊）　　　　▼販売場所　市役所経営企画課　広聴広報担当（本庁２階）

6
月
13
日（
月
）〜
7
月
3
日（
日
）

�

市
内
在
住
者
に
よ
る
絵
画
サ
ー
ク
ル
の
作

品
展
で
す
。
油
彩
、
日
本
画
な
ど
日
本
各
地

の
風
景
を
描
い
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
コ
ハ
ク
で
ま
が
玉
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

▼
開
催
日
　
6
月
18
日（
土
）・
19
日（
日
）

▼
時
間
　
午
前
10
時
か
ら

▼
定
員
　
各
30
名

※
た
だ
し
、定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
材
料
費
　
8
0
0
円

※
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
の
提
示
で
、

本
人
と
同
伴
の
家
族
も
入
館
無
料
に
な
り
ま

す
。
ま
た
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員
（
年

会
費
１
０
０
０
円
）
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

釈
迦
堂
を
お
気
に
入
り
の
場
所
と
し
て
楽
し

く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

�
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

（
土
・
日
除
く
）

■
入
館
料
　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
�
�
�
�
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

■問合せ先　経営企画課　広聴広報担当　☎�05 5（2 6 2）4 1 1 1

　
4
・
5
月
に
市
内
各
地
区
で
実
施
し

た
狂
犬
病
集
合
予
防
注
射
が
終
了
し
ま

し
た
が
、
ま
だ
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
て
い
な
い
飼
い
犬
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
飼
い
犬
に
ま
だ
注
射
を
受
け
さ
せ

て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
動
物
病
院
で

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
注
射
を
受
け
る
と
動
物
病
院

か
ら
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
み
減
量
課
ま
た
は
各
支
所
へ
持
参
し

注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題
に
対
応
し
、

恵
み
豊
か
な
笛
吹
市
の
自
然
を
未
来
へ

受
け
継
ぐ
た
め
、
今
後
10
年
間
の
笛
吹

市
の
環
境
保
全
と
創
造
を
目
的
と
し
た

施
策
の
方
向
性
や
具
体
的
な
取
り
組
み

を
定
め
た
「
笛
吹
市
環
境
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
計

画
を
も
と
に
さ
ら
な
る
「
環
境
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
計
画
の
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
ご
み
減
量
課
・
図
書

館
等
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

vol .72

■�問合せ先　ごみ減量課　�☎�05 5（2 6 1）2 0 4 4　または各支所

■�問合せ先　甲府市環境部��廃棄物対策室��減量課　�☎�05 5（2 4 1）4 3 2 7

　甲府市リサイクルプラザの「なでしこ工房」で再生した自転車と遊休陶磁器製食器回

収で集まった食器の頒布を行います。詳しくはお問い合わせください。

▼日時・頒布品　７月２日（土）　○なでしこフェア　受付　午前９時～10時　抽選会　午前10時15分から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再生自転車（大人用45台・子供用５台）

　　　　　　　　　　　　　　　○もってけ市　　　頒布　午前９時～11時　陶磁器製食器（約1,000点）

▼場　所　甲府市環境センター　車庫棟

6月11日（土）

18日（土）

日にち

別　田

地　区

桑　戸

寺　本

小　松

国　府

鎮　目

別田ちびっこ広場

場　　所

桑戸公民館前

春日居支所北側駐車場

三枝氏所有地

国府公民館前

春日居スポーツ広場

時　　間

午前７時～８時30分

午前７時～８時30分

　市内各地区の資源物回収会場で廃食油・賞味期限切れの油を回収します。廃食油はバイオディーゼ

ル燃料になり、ごみ収集車などに利用されます。６月は春日居地区で実施しますので、ご家庭に廃食

油があれば、ペットボトルなどの透明な容器に入れてお持ちください。

▼日時・場所

▼回収する油の種類　　植物油（菜種、大豆、コーン、べに花、ごま、ひまわりなど）

○鉱物油、牛・豚脂、パームなどの油は回収しません。

○天かすなどは取り除いてください。

○廃食油回収後、容器はお持ち帰りいただきます。

○お店などの事業に伴う廃食油は回収しません。



感謝状を受ける御坂分団・望月分団長
と石和分団・三枝分団長（写真右）

記念植樹の様子

現地での活動の様子

誓いのことばを発表する緑の少年少女隊の代表

義援金を呼びかける松方弘樹さんら出演者と荻野市長

　
3
月
11
日
に
発
生
し
ま
し
た
東

日
本
大
震
災
の
救
援
活
動
の
た
め
、

山
梨
県
緊
急
消
防
援
助
隊
24
隊
90

名
の
一
員
と
し
て
当
消
防
本
部
か

ら
も
、
2
隊
8
名
が
発
災
当
日
か

ら
被
災
地
（
宮
城
県
）
に
出
動
し
、

検
索
・
救
急
活
動
に
従
事
し
ま
し
た
。

　
山
梨
県
緊
急
消
防
援
助
隊
に
お

い
て
は
、
一
次
隊
か
ら
始
ま
り
八

次
隊
ま
で
総
勢
1
4
8
隊
5
1
7

名
を
派
遣
し
、
市
消
防
本
部
に
お

き
ま
し
て
も
4
月
3
日
ま
で
、
合

計
44
名
の
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
全
国
の
緊
急
消
防
援
助

隊
の
活
動
概
要
等
に
つ
き
ま
し
て

は
総
務
省
消
防
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
4
月
15
日
、
笛
吹
市
が
舞
台
の

映
画
「
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
ガ
ー
ル

ズ
」
出
演
者
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
イ
ベ
ン
ト
が
、
釈
迦
堂
遺
跡
博

物
館
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
主
演
の
渋
谷
飛
鳥
さ
ん

や
共
演
の
松
方
弘
樹
さ
ん
ら
が
参

加
し
、
被
災
地
の
一
日
で
も
早
い

復
興
を
願
い
ま
し
た
。
集
め
ら
れ

た
義
援
金
は
7
万
9
5
4
9
円
で
、

日
本
赤
十
字
社
を
通
し
て
被
災
地

に
送
ら
れ
ま
す
。

　
4
月
14
日
、
J
A
ふ
え
ふ
き
の

代
表
4
人
が
笛
吹
市
教
育
委
員
会

を
訪
れ
、
補
助
教
材
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

へ
の
生
き
る
こ
と
の
最
も
基
本
的

な
要
素
で
あ
る
「
食
」
や
、
そ
れ

を
支
え
る
「
農
業
」
に
つ
い
て
の

理
解
を
広
げ
よ
う
と
平
成
20
年
度

か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
、
贈
呈
さ
れ
た
補
助
教
材

は
、
市
内
の
小
学
校
5
年
生
を
対

象
と
し
て
配
ら
れ
ま
す
。

　
4
月
28
日
、
境
川
町
前
間
田
地

内
に
お
い
て
市
、
市
緑
化
推
進
会

議
な
ど
に
よ
る
「
第
5
回
笛
吹
市

植
樹
祭
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
植
樹
祭
は
、
森
林
の
多
面

的
な
機
能
と
そ
の
大
切
さ
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
豊

か
な
自
然
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

ま
た
森
を
愛
す
る
心
豊
か
な
子
ど

も
た
ち
を
育
て
、
市
民
の
緑
化
へ

の
意
識
を
高
め
る
た
め
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
記
念
式
典
で
は
、
県
議
会
議
員
、

中
央
森
林
組
合
長
及
び
荻
野
市
長

ら
関
係
者
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

境
川
緑
の
少
年
少
女
隊
の
代
表
が
、

笛
吹
市
の
美
し
い
自
然
を
愛
し
、

緑
豊
か
な
21
世
紀
の
ふ
る
さ
と
づ

く
り
を
目
指
す
誓
い
の
こ
と
ば
を

発
表
し
ま
し
た
。

　
式
典
の
あ
と
、
晴
天
の
も
と
で

参
加
者
約
２
０
０
名
に
よ
る
記
念

植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
順
調
な

生
育
を
願
い
な
が
ら
く
ぬ
ぎ
、
な

ら
、
山
桜
、
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
の
苗
木
、

約
２
０
０
０
本
を
山
の
斜
面
等
に

丁
寧
に
植
樹
し
ま
し
た
。

寺本廃寺跡発掘調査現地説明会

甲斐国分寺跡　講堂跡・回廊跡現地説明会

補助教材を持つ山田教育長と
關本得郎代表理事組合長（写真中央）

　
5
月
6
日
、
行
方
不
明
に
な
っ

た
方
を
捜
索
し
、
そ
の
発
見
に
寄

与
し
た
こ
と
で
、
石
和
分
団
と
御

坂
分
団
に
笛
吹
警
察
署
か
ら
感
謝

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
両
分
団
に
よ
る
迅
速

で
的
確
な
捜
索
活
動
が
人
命
救
助

に
貢
献
し
た
と
し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
石
和
分
団
6
部
隊
、
計
30
人
は

4
月
23
日
に
行
方
不
明
に
な
っ
た

市
内
の
女
性
を
捜
索
し
、
同
日
午

後
11
時
30
分
に
発
見
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
御
坂
分
団
全
部
隊
及
び

石
和
分
団
3
部
隊
、
計
2
3
9
人

に
よ
る
捜
索
は
、
4
月
16
日
に
行

方
不
明
に
な
っ
た
市
内
の
児
童
の

発
見
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
市
教
育
委
員
会
は
、
寺
本
廃
寺

跡
及
び
甲
斐
国
分
寺
跡
に
お
け
る
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
成
果
の
説
明
会
を
、

そ
れ
ぞ
れ
4
月
16
日
・
24
日
の
2

回
に
分
け
て
開
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
両
日
合
わ
せ
て
、
お
よ

そ
2
5
0
名
も
の
参
加
者
が
訪
れ
、

最
新
の
調
査
結
果
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
寺
本
廃
寺
跡
は
、
春
日
居

町
寺
本
に
位
置
し
、
7
世
紀
後
半

に
創
建
さ
れ
た
県
内
最
古
の
古
代

寺
院
遺
跡
で
す
。

　
近
年
の
発
掘
調
査
の
成
果
に
よ

る
と
、
講
堂
（
僧
侶
が
学
習
す
る

た
め
の
建
物
）
や
金
堂
（
本
尊
を

安
置
す
る
中
心
的
な
建
物
）
の
位

置
が
想
定
さ
れ
て
い
た
も
の
と
異

な
る
こ
と
な
ど
様
々
な
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
宮
町
国
分
に
位
置
す

る
甲
斐
国
分
寺
跡
は
、
天
平
13
年
（
７

４
１
）
に
建
立
の
詔
が
出
さ
れ
、

そ
の
主
要
建
物
群
の
範
囲
は
南
北

約
３
３
０
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
２

２
０
メ
ー
ト
ル
と
推
定
さ
れ
て
い

る
国
指
定
史
跡
で
す
。
現
在
、
市

が
主
体
と
な
り
、
こ
こ
の
公
有
地

化
を
進
め
、
調
査
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
近
年
の
調
査
で
は
金
堂
を
支
え

て
い
た
基
壇
（
建
物
の
土
台
）
の

様
子
や
金
堂
と
講
堂
と
の
間
に
石

が
敷
か
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
金

堂
の
側
面
に
回
廊
（
建
物
な
ど
を

囲
む
廊
下
）
が
接
続
さ
れ
て
い
た

こ
と
な
ど
が
分
か
り
、
徐
々
に
そ

の
全
体
的
な
構
図
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。



●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

6
月
２
日（
木
）・
16
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

6
月
4
日（
土
）・
11
日（
土
）・

18
日（
土
）・
25
日（
土
）

午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
　
２
時
〜
2
時
30
分

毎
週
土
曜
日
２
回
開
催

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

　
6
月
9
日（
木
）・
23
日（
木
）・

　
30
日（
木
）午
前
11
時
か
ら

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

　
6
月
４
日（
土
）午
後
2
時
〜
３
時

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

6
月
14
日
（
火
）
・
28
日
（
火
）
※
6
周

年
記
念
お
は
な
し
会

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
）

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（
大
人
の
た
め
の
癒
し
の
時
間
）
★

　
6
月
17
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
6
月
1
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル

　
〜
お
は
な
し
会
〜

6
月
5
日（
日
）・
12
日（
日
）・

26
日（
日
）

午
後
２
時
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

6
月
11
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

6
月
15
日（
水
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

6
月
19
日（
日
）午
後
２
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
　
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

6
月
24
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

6
月
1
日（
水
）・
8
日（
水
）・
15
日（
水
）・

22
日（
水
）・
29
日（
水
）

午
前
11
時
か
ら

●
え
ほ
ん
で
G
O
！

　
〜
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
〜

6
月
4
日（
土
）・
18
日（
土
）・

25
日（
土
）午
前
11
時
か
ら
�

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
6
月
11
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

●
ば
ば
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

６
月
４
日
（
土
）午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

　（
小
学
生
向
け
）

　
6
月
11
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

　（
乳
幼
児
向
け
）

　
6
月
14
日（
火
）・
28
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

　
6
月
18
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

6
月
25
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

登
録
講
座

　
電
力
不
足
に
と
も
な
い
、
閉
館
時
間

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
石
和
図
書
館
（
担
当
�
雨
宮
）

☎
0
5
5（
2
6
2
）
5
9
5
9

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

6
日（
月
）・
13
日（
月
）・
20
日（
月
）・

27
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

1
日（
水
）・
8
日（
水
）・
15
日（
水
）・

29
日（
水
）・
30
日（
木
）

20
日
（
月
）
〜
24
日
（
金
）【
蔵
書
点
検

の
た
め
】

◆
一
宮
図
書
館

6
日
（
月
）
〜
10
日
（
金
）【
蔵
書
点
検

の
た
め
】・
13
日（
月
）・
20
日（
月
）・

27
日（
月
）・
30
日（
木
）

◆
八
代
図
書
館

6
日（
月
）・
13
日（
月
）・
20
日（
月
）・

27
日（
月
）・
30
日（
木
）

◆
境
川
図
書
室

5
日
（
日
）・
12
日
（
日
）・
19
日
（
日
）・

26
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

6
日（
月
）・
13
日（
月
）・
20
日（
月
）・

27
日（
月
）・
30
日（
木
）

※

6月17日（金）・24日（金）・
7月1日（金）・8日（金）

午前10時～11時30分

　通常図書館内で行っているおはなし会とは別

に、敬老会・公民館まつり・老人ホーム・ディ

サービス施設・病院などに出向きおはなし会を

行っております。（平成22年度163回）子どもた

ちだけでなく、年配の方々にもサービスを行っ

ています。

　ご要望があれば随時出前おはなし会を行いま

すので、お問い合わせください。

6月15日（水）・22日（水）・
29日（水）・7月6日（水）・
13日（予備日）（水）

午前10時から正午まで

場 所

講 師

定 員

託 児

受 講 料

申込期限

日 時

場 所

定 員

託 児

講 師

受 講 料

申込期限

日� 時

　朗読に興味のある方、お時間のある方、

どなたでも参加できますのでお気軽にお越

しください。FM甲府パーソナリティーの

小松明美さんと朗読ボランティアのライム

の方々と一緒に、素敵な朗読の時間を過ご

しませんか。

■申込・問合せ先　石和図書館■申込・問合せ先　石和図書館

■問合せ先　石和図書館�

　　　　　　☎055（262）5959

スコレーセンター　会議室

10人

あり（託児ボランティア“もも

んちゃん”）

笛吹市立図書館司書

500円（材料費）

6月15日（水）まで

スコレーセンター　会議室

笛吹市立図書館司書

10人

あり（託児ボランティア“ももん

ちゃん”）

500円（材料費）

6月14日（火）

石和図書館�2階�読書室

芥川龍之介「蜜柑」、

山本幸久「象を数える」他

場 所

内 容

日 時 6月18日（土）

開場��午後1時　開演��午後1時30分

※

入場無料入場無料



▼「寺本廃寺跡」を取材しました。春日居
町寺本にあるこの遺跡は春日居支所を南

に徒歩で約5分ほど行った場所にあります。当日、会場は参
加者が発掘場所を囲むようにしていらっしゃって、にぎわっ
ていました。写真を撮ろうと脇にあった高台に登って上か
らのぞいてみました。普段、遺跡などはテレビを通して見る
のが主で実際の現場を見ることは少なく、素人目での感想
ですが、四角に縁取られた竪穴の輪郭にその昔、立派な建物
があったと想像させずにはいられないものを感じました。�（K）
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